
発達障害者支援法概要 

一 趣旨 

発達障害者には 症状の発現後できるだけ 早期の発達支援が 特に重要であ ることに 

かんがみ、 発達障害を早期に 発見し、 発達支援を行 う ことに関する 国及び地方公共 

団体の責務を 明らかにするとともに、 発達障害者に 対し学校教育等における 支援を 

図る。 

一 発達障害の定義 

「発達障害」とは、 自閉症、 アスペルガー 症候群その他の 広汎性発達障害、 学習 

障害、 注意欠陥多動性障害その 他これに類する 脳機能の障害であ ってその症状が 通 

常低年齢において 発現するものとして 政令で定めるものをいう。 

三 責務 

1  国及び地方公共団体は、 発達障害の早期発見、 発達障害児に 対する早期の 発達 

支援その他の 支援が行われるよ う 、 必要な措置を 講じる。 その際、 本人及び保護 

者の意思ができる 限り尊重されなければならない。 

2  国民は、 発達障害者の 福祉について 理解を深め、 発達障害者の 社会参加に協力 

するように努めなければならない。 

四 児童の発達障害の 早期発見及び 発達障害者の 支援のための 施策 

児童の発達障害の 早期発見、 早期の発達支援、 保育、 教育及び放課後児童健全育 

成事業 ( 学童保育 ) の利用、 発達障害者の 就労支援、 地域での生活支援及び 権 利擁 

護 並びに家族への 支援について 定める。 

五 発達障害者支援センタ 一等 

都道府県による 相談・助言、 発達支援の提供等を 行 う 機関としての 発達障害者支 

援センタ一の 指定及び専門的な 医療機関の確保について 定める。 

六 その他民間団体への 支援、 普及啓発活動等について 定める。 

七 施行日 

平成 1 7 年 4 月 1 日から施行する。 
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す
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れ
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と
す
る
。
 

（
発
達
障
生
口
者
の
家
族
へ
の
支
援
）
 

第
十
三
条
都
道
府
県
及
び
市
町
村
 は
 、
発
達
障
害
児
の
保
護
者
が
適
切
 な
 監
護
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
，
 フ
 に
す
る
こ
と
等
 



及
び
民
間
団
体
並
び
に
こ
れ
に
従
事
 す
る
者
に
対
し
発
達
障
害
に
つ
い
て
 の
 情
報
提
供
及
び
研
修
を
行
 う
 こ
と
  
 

四
発
達
障
生
口
に
関
し
て
、
医
療
等
 の
 業
務
を
行
 う
 関
係
機
関
及
び
民
間
 団
体
と
の
連
絡
調
整
を
行
 う
 こ
と
。
 

        第 
    の を 

そ   家 道 

  か 障 =  に て 

し 達 障 

、 1  支 助 祉     ン の 進 
タ 他 に 
@  の 寄 

調 菜 等 交 手   務 め 
務 及 て な 

援 す 
等 な る 

（ び に し 指 過 た   資 宗 社   
甘 党 す に し 
ほ の る 福 した 会 ノ 寸下 一 ー ゥ 巳 

お 支 よ 者 祉 
ぃ 援 

，フ （ 法 
て な     
医 「 行 フ ） 発 下 そ 談所 ぅ努 

達 の他 発 「 

め 等 

障 な 関 

百 生ロ 4 

達 の け 係   障 政 
業 

れ 機 
及 昼 目 三 合 ぽ 関 

務 
」 び 者 で な と 

そ 支 定 
と 

ら 連 
の 援 め な 携 

レ Ⅱ 

家 セ る い き 
，フ 。 族 、 ノ 法 図 
） ｜ タ 人 り 

対 Ⅰ で つ 
を 

し 」 あ つ 
ノ 寸 一 丁 と っ 

  

関 ≦ ， 専 
い て 
う 、 当 

発 八 

  目イ 『 @ 
達 

機 的 
） 0 3 セ千 膀 百シ久 早年 

膣 " 早 
二目 

関 
Ⅰ ， Ⅰ 

もこ 務 有 口ょ 



九 て の り 関 ぅ軍 

は 
請求 

、 し 営 
な 

が ュ 

そ 必、 を 

ら の 要 確 
な あ 業 な 保 

る 
ト 
し 

と 

の 

で 

3 2 第 
務 執 す 十 

篤 る と前の告る六穀 （ 
  

き 項 状 を た 集 古 
頃 は の 況 求 め の 

の 、 規 に め 必 都 徴 
、 要 道 収 規こ定 宅れにし又が 閑 府等 

は な ょ 必 は あ 県 
） 

よ 提 り 要 そ る 知 
る 木 立 な の と 事 
立 し 入 調 識 認 は 
入 な 調 査 員 め 

調 け 養 君 は る 発 
査 れ 又 し 、 と 達 
及 は は く 当 き 障 
び な 質 は 該 は 害 
質 ら 問 質 発   者 
問 な を 聞 達 占 文 
め か す を 障 該 援 
権 。 る さ 害 発 セ 
限 職 せ 者 達 ン 
は 員 る 支 障 タ 

は こ 援 害 Ⅰ 

る巳 、 と セ 者 の 
罪 そ が ン 文 集 
捜 の で タ 援 十 
査 易 き Ⅰ セ 四 
の 分 る の ン 条 
た Ⅰ を   。 事 タ 第 
め 

下 す 
業 ]  一 

レ フ Ⅰ 
証 

所 に 項 
認 右 文 ケ に 
め 明 し し 規 
ら 豊圭 く   定 
れ を は そ す 
た し 携 事 の る 

も 帯 
の 

務 業 業 
し 所 務 務 

と に の の 
角革 関 立 状 通 
釈   ち 況 正 
し 者 入 に な 

第 2 
五 前 十五きた （ 秘 日 

個 条 密 項 前 
人 保 の 各 
0  発 持 規 号 
私 達 議 定 に 
留 陣 務 に 掲 
を 害 

） 
よ Ⅰ ナ 

漏 者 る る 
ら 支 宿 業 
し 援 定 務 
て セ ほ ほ 
は ン 、 附 
な タ 当 帯 
ら ] 該 す 
な の 指 る 

ぃ 役 定 業 員 を 務 
若 受 
し す ｜ 

く よ 

は ，フ 

職 と 

員 す 
又 る 
は 
ト 

者 
  の 

れ 申 
ら 宝生 目 日 

の ｜ 
職 よ 
リ ブ し り 

あ メ YT -. 
つ ，フ 。 

た 
者 
は 

職 
務 
上 
知 



（
専
門
的
な
医
療
機
関
の
確
保
等
）
 

第
十
九
条
都
道
府
県
は
、
専
門
的
 に
 発
達
障
害
の
診
断
及
び
発
達
支
援
 を
行
 う
 こ
と
が
で
き
る
と
認
め
る
 病
院
又
は
診
療
所
 

Ⅱ
。
 

@
V
 

二
 
%
 蓋
ロ
 
ム
 卯
 ム
コ
）
 

第
十
 セ
条
 

都
道
府
県
知
事
は
 、
発
 達
 障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
第
十
四
 条
 第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
適
 正
 な
運
営
を
確
保
 

す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
 き
は
、
当
該
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
 タ
 ー
に
対
し
、
そ
の
改
善
の
た
め
 に
 必
要
な
措
置
 

を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
 で
き
る
。
 

（
指
定
の
取
消
し
）
 

第
十
八
条
都
道
府
県
知
事
は
 、
発
 達
 障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
第
十
上
 八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
 
せ
ず
、
若
し
く
は
 

虚
偽
の
報
告
を
し
、
若
し
く
は
同
項
 の
 規
定
に
よ
る
立
入
調
査
を
拒
み
、
 
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
 し
、
 若
し
 く
は
質
問
に
対
 

し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
 の
 答
弁
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
 
そ
 の
 業
務
の
状
況
の
把
握
に
著
し
い
 支
 障
 が
生
じ
た
 

と
き
、
又
は
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
 タ
 ー
が
前
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
 違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
 取
り
消
す
こ
と
 

が
で
き
る
。
 

一
 O
 



必 啓 ，フ 

要 発 酉己 

発 
達 

第 活動 知 な 二十 （ 医 
誠 二 療 を 

0  条 文 行 
並日 りよ う 

及 国 保 も 

度 度 健 の 
び び の と 

啓 他 業 す 
猪 方 祷 る 

に 公 に 
男 女 従 
め 団 事 
な 体 す 
け は る 

れ   者 
ぼ 医 に 
な 療 対 
も 又 す 
な は る 

い 探 知 
。 健 識 

の の 

葉 音 
務 及 
に 及 
従 び 
事       
す 発 
る 

） 

者 
ⅠⅠ し 

対 
し 

発 
達 
ほ章 

何 % 
の 

  
発 

  
見 
の 

た 
め 

第 第   2 

二 十国 （ 慮一 す 士民 （ 
障 を 

  
善 国 権 

民 る 条 間 第 者 文 保 
条 に も 団 四 の び し 

対 の 国 体 章 発 地 な 
国 す と 及 へ 遠 方 け 
及 る す び の 捕 吏 金 れ 
び 普 る 地 文 則 援 兵 は 
地 皮 。 方 援 

公 ） 
等 団 な 

万 度 に 休 も 

公 び 止 ノ ・ 、 関 は な   団 す "  レヘ 

団 発 体 る ユ 百ヲ @ Ⅰ 

体 ） は 情 項 
Ⅰ ま 報 の 

発 0  区 
発 達 提 療 
達 ほ立 早 供 犠 
隈 " 早 生口 そ 関 
生玉 者 の の 

ヰ， し を 仏 相 
関 支 必 、 互 
す 援 要 協 
る す な カ 
国 る 援 を 
民 た し 
の 

助 推 
め を 進 

理 ｜ ノ 寸 一 下 ー す 
解 ノ 寸 一 丁 ぅ る 
を ，フ も と 

深 民 の と 

め 前日 と も 
る 団 す に 

体 る た 」 

め の 。 同 

活 項 
必 動 の 

要 の 医 
な 活 療 
広 ャ 生 機 
報 ィヒ 関 
そ を り， し 
の 図 対 
他 る し 
の よ 



（
調
査
研
究
）
 

第
二
十
四
条
国
は
、
発
達
障
害
者
 の
 実
態
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
 、
発
達
障
害
の
原
因
の
究
明
、
発
 達
 障
害
の
診
断
 及
 

び
 治
療
、
発
達
支
援
の
方
法
等
に
関
 す
る
必
要
な
調
査
研
究
を
行
 う
 も
の
 と
す
る
。
 

（
大
都
市
等
の
特
例
）
 

第
二
十
五
条
こ
の
法
律
中
都
道
府
 県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
 事
務
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
 地
 方
 自
治
 法
 
（
 
昭
 

和
 二
十
二
年
法
律
第
六
十
セ
ロ
こ
第
 二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
 定
 都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
 ぅ
 。
）
に
お
 

い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
 よ
り
、
指
定
都
市
が
処
理
す
る
も
の
 と
す
る
。
こ
の
場
ム
ロ
に
お
い
て
は
、
 
こ
の
法
律
中
 

都
道
府
県
に
関
す
る
規
定
は
、
指
定
 都
市
に
関
す
る
規
定
と
し
て
指
定
都
 市
 に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。
 

了
一
 

（
専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
材
の
確
保
 
等
 ）
 

第
二
十
三
条
国
及
び
地
方
公
共
団
 体
は
 、
発
達
障
害
者
に
対
す
る
支
援
 を
 適
切
に
行
 う
 こ
と
が
で
き
る
よ
 う
 、
医
療
、
保
健
、
 

福
祉
、
教
育
等
に
関
す
る
業
務
に
従
 事
 す
る
職
員
に
つ
い
て
、
発
達
障
 生
 口
 
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
 材
を
確
保
す
 

る
 よ
 う
 努
め
る
と
と
も
に
、
発
達
障
 善
 に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
及
び
 専
 間
性
を
高
め
る
た
め
研
修
等
必
要
な
 措
置
を
講
じ
 

る
も
の
と
す
る
。
 



  
      

附
則
 

（
施
行
朝
旦
 

Ⅰ
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
 セ
 年
回
 月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

（
見
直
し
）
 

2
 
 政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
 三
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
 
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
 検
討
を
加
え
、
 

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
見
直
 し
を
行
 う
 も
の
と
す
る
。
 



一
四
 



一
五
 

理
由
 

発
達
障
害
者
を
め
ぐ
る
状
況
に
 

支
援
を
図
り
、
も
っ
て
そ
の
福
祉
 

る
 国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
 

の
 就
労
の
支
援
、
発
達
障
害
者
 支
 

る
 理
由
で
あ
る
。
 

援 な の か 
セ 明 増 し 
ン ら 進 が 
タ か に み 
@  に 寄 
の す 与 発 
指 る す 達 
定 と る 障 
等 と た 害 
に も め 者 
っ に   の 

ⅤⅡ 、 発 目 

て 学 連 立 
定 校 障 及 
め 教 書 び 
る 育 を 社 
必 に 早 合 
要 お 朝 参 
が け に 加 
あ る 発 に 
る 発 見 資 

。 達 し す る ょ 障害これ 発 
が 者 達 ぅ 

へ 交 そ 
こ の 援 の 
の 支 を 生 
法 授 付 活 
律 、 ぅ 全 般 美 に を 発達 こと 

提 障 に わ 
出 害 関 た 
す 者 す る 



政
府
は
、
本
法
の
 

基
本
的
理
念
を
踏
ま
 

一
、
発
達
障
害
の
 

療
・
保
健
、
保
 

二
、
発
達
障
害
児
 

育
ち
学
ぶ
こ
と
 

三
 、
発
達
障
害
者
 

雇
用
の
促
進
等
 施

行
に
当
た
り
、
障
害
者
の
個
人
の
尊
厳
 に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
 

え
、
 次
の
事
項
の
実
現
を
期
す
べ
き
で
あ
 る
 。
 

早
期
発
見
は
、
発
達
障
害
者
に
対
す
る
 早
 期
の
発
達
支
援
に
資
 

育
 ・
教
育
に
か
か
わ
る
関
係
者
の
間
に
お
 け
る
発
達
障
害
に
関
 

に
 対
す
る
保
育
及
び
教
育
的
支
援
と
支
援
 体
制
の
整
備
に
当
た
 

を
 基
本
と
し
つ
っ
、
発
達
障
害
児
及
 び
そ
 の
 保
護
者
の
意
思
と
 

の
 就
労
を
支
援
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
 を
 進
め
る
に
当
た
っ
 

に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
、
必
要
な
見
直
 し
の
検
討
に
速
や
か
 に て 二 っ す す を 
着 は @  て る る 

手 、 ズ は 理 た 
保 
障 

す 障 を 、 解 め さ 
る 書 量 発 の の れ 
こ 音 大 連 促 も る 
と の 眼 障 進 め 

。 我 尊 書 と で 
権 
禾 Ⅱ 認識 労の 重す 児 が 

あ 等 
る を 

機 る 障 の こ 
z"   
Ⅰ   寄 夫 と 

確 
認 

の と の 有 に し 
確 。 な を 留 
保 い 図 意 
に し リ巳 る し 

た障 

酉己   土 里 テ 

害 

意 
者 

と 障 
し 

墓 
生 害 本 
徒 者 法 

障害 

と 福 
と ネ叶 : 

第一     
者 も 条 
の ｜ 医 の 

発
達
障
害
者
支
援
法
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
 
議
 

一
山
ト
 

平
成
十
六
年
十
二
月
一
日
 

参
議
院
内
閣
委
員
会
 



一
セ
 

七 
  
/ ヘ 五 

右 
四 

き 慶 し   及   の 
決 め 書 目 に 発 び 発 支 発 
議 細 に 括 発 達 布 達 援 達 
す か 対 酌 め 境 町 障 る 障 
る 書音 ぃ支 する な陣 るこ 書音 村が 書音 符 ぅ 

援 迫 害 と に 策 に 専 及 
、 遠 音 。 村 定 対 円 び 

障 か 福 す す す 的 そ 
害 っ 祉 る る る 人 の 
を 効 法 施 障 文 材 家 
理 果 制 
自 酌 及 

策 書 援 を 族 
の 者 の 早 に 

と な び 在 計 実 意 対 
す 救 施 9  面 効 に す 
る 済 策 
あ   の   
ら 経 検 つ い 確 す 談 
ゆ 済 討 い て 保 る 
る ヰァ し 

蕃 社 当 

ノつ 

  た 別の 会、   め に 制 
俳 文 て 、 か き 
除 化 は 知 言 陣 し 可 
と そ 見 が 害 が 及 
差 の 障 や 生 者 み 的 
別 他 書 分 か 基   速 
の の 者 
な 分 の 

助 さ 本 手 や 
方 れ 計 算 か 

い 野 自 法 る 画 指 に 
社 に 己 の よ に 置 拡 
会 お 決 向 う つ を 充 
の け 定 し 
実 る 権 等 含む 正一 こ、 いて 

現 今 及 、 必 の 適 度 
む け び 国 要 心 切 び 
基 隔 発 際 な 要 な 医 
本 て 達 
的 の の 
視 な 権 
，点 い 禾 Ⅱ 

  
向 を し 講 健 

と 参 を 等 行 を じ 
ほ う 行 る 福 

し て 画 の 会 む 十 こ ナフ こ ネ止 

行 促 権 分 と と と 

う 追 利Ⅰ 留 立 と 
ナ 」 と 

。 教 
も 

rfs 
，思 

し 廿ァ し 
目、 利益 自立と。 

与し の 
就 

常 
自 尊 Ⅰ ァ く @@ 

都 労 
道 そ 

け 重 見 府 の と た 直 県 他 




